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２ 主要事業 （3.より安全で安心して暮らせるまち【防災・安全分野】）

より安全で安心して暮らせるまち

【防災・安全分野】

３

政策 3-1 災害に強いまちづくりの推進

防災体制の整備（311-01）

治山・治水対策の推進（311-02）

防災対策の推進（311）

消防体制の充実（312-01）

救急・救助体制の充実（312-02）

消防・救急・救助体制の充実（312）

政策 3-2 より安心して暮らせる安全社会の形成

交通安全対策の推進（321-01）

防犯対策の推進（321-02）

日常生活の安全性の向上（321）

消費生活の安全確保（321-03）
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２ 主要事業 （3.より安全で安心して暮らせるまち【防災・安全分野】）

基本施策 311 防災対策の推進 （24年度事業費 2,541,340 千円）

自助・互助・公助の理念のもと、市民・地域・事業者・関係機関・行政が一体となった防災対

策を推進することにより被害の軽減を図り、各種災害から市民の生命・財産を守る災害に強いま

ちを目指します。

後期基本計画期間の実績値アンケート指標
（市民が思う割合）

単位
現状値
（H23） H24 H25 H26 H27 H28

目標値
（H28）

地震や水害などに対する地域
での防災体制が整っている

％ 27.3 50～70

後期基本計画期間の実績値基本施策指標
（成果を示すもの）

単位
現状値

（H22） H24 H25 H26 H27 H28

目標値

（H28）

自主防災訓練の実施 ％ 85 100

自主防災会における地域防災
マップ作成率

％ 16.3 73.0

市有施設の耐震化率 ％ 75 90

雨水事業整備面積 ha 3,026 3,251

重点施策……主要事業は、重点施策 34 ページに掲載



84

２ 主要事業 （3.より安全で安心して暮らせるまち【防災・安全分野】）

基本施策 312 消防・救急・救助体制の充実 （24 年度事業費 1,365,576 千円）

消防・救急・救助体制の充実により、複雑・多様化する火災や事故などの災害に迅速かつ的確

に対応し、市民の生命・財産を守ります。

後期基本計画期間の実績値アンケート指標
（市民が思う割合）

単位
現状値
（H23） H24 H25 H26 H27 H28

目標値
（H28）

消防や救急救命活動が、迅速
かつ適切に行われている

％ 57.3 70 以上

後期基本計画期間の実績値基本施策指標
（成果を示すもの）

単位
現状値

（H22） H24 H25 H26 H27 H28

目標値

（H28）

出火率 件 3.4 3.0

市民による初期消火率 ％ 68.8 70.0

救急現場に居合わせた人の救
命処置実施率

％ 51.2 54.8

救急現場到着時間 分・秒 6分30秒 6分00秒

消防体制の充実 （24 年度事業費 1,342,285 千円）

施策

312-01
目標：地域・事業所・関係機関などの防災組織と連携し、防火意識の高揚を図るとと

もに、消防施設・消防装備などの充実により、効果的な消防体制を築きます。

【312-01 主要事業】 （金額：千円）

事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

・住宅防火の推進（住宅用火災警報器設置の促進等）
・火災予防運動の実施、災害時要援護者世帯の訪問指導
・消防だより（広報ながの特集号）の発行
・消防広場等各イベント開催による火災予防啓発活動
・標語入り防災ポスター募集 ほか

火事をなくす
る市民運動

[消防局総務課]

火災予防・啓発活動を実施
し、市民の防火意識の高揚
と火災予防の推進を図る。

24年度事業費 2,078 備考

・救命士養成 ３名（24 年度）
・救命士病院研修
・消防大学校派遣研修
・県消防学校派遣研修
・救急隊員の独自資格取得（30 人） ほか

消防職員研修

[消防局総務課]

災害の複雑多様化や大規模
広域化に対応できる高度な
技術・専門知識を有する職
員を育成する。

24年度事業費 25,021 備考

24 年度 救助工作車・高規格救急車（各 1台更新）、軽
広報車（1 台新規）

25 年度 タンク車・ポンプ車・軽広報車・ダンプ（各
1 台更新）

26 年度 ポンプ車・広報車(各１台更新)、
高規格救急車（1 台更新 1 台新規）

消防車両整備

[消防局総務課]

消防車両の計画的な更新及
び購入により、消防・救急
及び救助体制の充実・近代
化を推進する。

24年度事業費 184,163 備考

・車両端末・無線機載せ換え取付け
・指令システム部分更新リース料
・非常用発電設備修繕
・消防・救急無線のデジタル化 ほか

無線通信機器
整備

[消防局総務課]

災害の受信及び災害対応の
基幹設備である高機能消防
指令情報システム等の機能
の維持・強化を図る。また、
消防・救急無線のデジタル
化を図る。 24年度事業費 100,159 備考
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２ 主要事業 （3.より安全で安心して暮らせるまち【防災・安全分野】）

事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

・耐震性貯水槽の整備
・消防水利の標識整備
・防火水槽の補修、安全対策
・水道事業者への消火栓の新設・更新等の工事負担金

消防水利整備

[消防局総務課]

防火水槽や消火栓等を整備
し、消防水利体制の確保を
図る。

24年度事業費 81,400 備考

・ホース・活動服・法被の更新
・ポンプ操法大会用資機材・防寒衣の購入
・小型動力消防ポンプ積載車・小型動力消防ポンプ

(24 年度 各３台更新)

消防団管理運
営

H24 拡大

[消防局総務課]

消防団活動の活性化等を推
進する。また、多様化する
災害に対応するために最新
資機材を導入し、非常備消
防装備の近代化と､消防団
の機動力向上を推進する。 24年度事業費 43,339 備考

24 年度 庁舎建設工事 ほか
（仮称）東部分
署整備事業

[消防局総務課]

東部地域の救命率の向上、
災害被害の軽減を図るた
め、分署を設置する。

24年度事業費 232,653 備考 H24 終了

救急・救助体制の充実 （24 年度事業費 23,291 千円）

施策

312-02
目標：市民を対象とした応急手当の普及啓発等や、多様化する事故・災害などの緊急

事態に備えた救急・救助体制の充実により、救命率の向上を目指します。

【312-02 主要事業】 （金額：千円）

事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

・普通救命講習会の開催による応急手当の普及啓発
・救急救命処置に必要な資機材の供給
・応急手当普及員の養成
・救急業務の運用に関する委託

救急高度化

[消防局総務課]

市民等を対象に応急手当の
普及を図るとともに、医師
と救急救命士との連携によ
る適切な救急救命処置を行
う。

24年度事業費 9,042 備考
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２ 主要事業 （3.より安全で安心して暮らせるまち【防災・安全分野】）

基本施策 321 日常生活の安全性の向上 （24年度事業費 1,283,328 千円）

市民・地域・関係機関との連携により、交通事故・犯罪の危険防止や消費生活の安全を確保す

るための環境づくりを推進し、より安心して共に暮らせる安全な社会を目指します。

後期基本計画期間の実績値アンケート指標
（市民が思う割合）

単位
現状値
（H23） H24 H25 H26 H27 H28

目標値
（H28）

消費者トラブルや交通事故・犯罪の
起こりにくい地域がつくられている

％ 29.9 50～70

後期基本計画期間の実績値基本施策指標
（成果を示すもの）

単位
現状値

（H22） H24 H25 H26 H27 H28

目標値

（H28）

交通安全教育講習会の年間受講者数 人 8,678 10,000

交通事故による年間死亡者数 人 19 10

地域において実施している
防犯活動件数

回 690 736

消費生活に関する年間相談件数に占
めるトラブルに関わる相談の割合

％ 20.3 16.0

交通安全対策の推進 （24 年度事業費 1,154,734 千円）

施策

321-01
目標：市民の交通安全意識の高揚とマナーの向上や交通環境の整備などの安全対策に

より、交通事故のない安全な社会を目指します。

【321-01 主要事業】 （金額：千円）

事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

・交通安全教育講師の派遣
・交通安全啓発チラシ・グッズの配布
・バスマスク・交通安全教育備品の購入
・交通安全推進フェアの開催 ほか

交通安全教育

[交通政策課]

市民への交通安全教育の普
及により、交通安全意識の
高揚を図る。

24年度事業費 5,077 備考

・小学生用の交通安全読本・スクールキャップの配布等
・街頭指導等による運転者への啓発
・横断旗・旗入れの設置
・白線引き用消耗品の購入・配布 ほか

交通事故防止
対策

[交通政策課]

市民の交通事故の減少に向
け、道路表示等の交通環境
の整備や街頭指導等による
交通安全意識の高揚等を図
る。

24年度事業費 7,038 備考

・自転車等整理区域等における指導・監視、撤去
・自転車の適正利用のための広報・啓発放置自転車対

策

[交通政策課]

自転車等整理区域内等にお
ける放置自転車問題を解消
し、自転車の適正利用を促
進する。

24年度事業費 3,243 備考

主な事業
・東福寺稲里線〈H28 終了〉

・朝陽 381号線〈H27 終了〉 ほか

歩道整備事業

[道路課]

交通安全対策推進のため、
市道の歩道整備を行う。

24年度事業費 161,000 備考
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２ 主要事業 （3.より安全で安心して暮らせるまち【防災・安全分野】）

事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

・鬼無里東京川浦線 ほか道路防災工事
道路防災

[道路課]

災害の危険性がある道路の
法面の保護、路肩の保全等、
道路防災工事を行う。

24年度事業費 200,000 備考

・防護柵の設置
・反射鏡の設置
・街路灯の設置
・標識の設置
・小規模な交差点改良や歩道設置等

交通安全施設
整備

[道路課]

交通事故の危険性がある箇
所に、防護柵・反射鏡・街
路灯・標識の交通安全施設
を整備する。

24年度事業費 145,000 備考

・路肩カラー舗装
・注意喚起標識
・交差点カラー舗装

セ ー フ テ ィ
アップみちづ
くり事業

[道路課]

市内の小・中学校周辺の歩
道未整備の道路のうち、児
童等の通行が多く安全対策
が必要な箇所に、カラー舗
装や注意喚起標識等を整備
する。 24年度事業費 20,000 備考

通学路整備工事
通学路整備

[道路課]

学童の通学時の安全を確保
するため、通学路を整備す
る。

24年度事業費 38,000 備考

・指定路線の除雪・凍結防止剤(塩カル)散布
・除雪機械修繕ほか道路除雪

[維持課]

除雪事業による冬期の道路
交通の安全性・快適性の確
保を図る。

24 年度事業費 453,040 備考

防犯対策の推進 （24 年度事業費 108,753 千円）

施策

321-02
目標：市民の防犯意識の啓発・高揚、自主的な地域防犯活動への支援、犯罪を防止す

るための環境整備により、犯罪の起こりにくい社会を目指します。

【321-02 主要事業】 （金額：千円）

事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

防犯灯本来の設置目的に加え、地球温暖化対策及び省
エネルギー対策の推進を図るため、市内全域の防犯灯
について早期ＬＥＤ化を進める。
24 年度 防犯灯（LED）設置 1,593 灯

電気料補助 32,408 灯

防犯灯設置等
補助金

Ｈ24 拡大

[市民活動支援課]

区が道路に防犯用の街灯を
設置する場合に、その設置
及び維持管理に要する費用
に対して、補助金を交付す
る。

24年度事業費 98,874 備考
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２ 主要事業 （3.より安全で安心して暮らせるまち【防災・安全分野】）

消費生活の安全確保 （24 年度事業費 19,841 千円）

施策

321-03
目標：消費生活に関する消費者意識の啓発や相談・苦情処理体制の充実により、消費

者の安全確保を目指します。

【321-03 主要事業】 （金額：千円）

事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

・長野市消費生活協議会の開催
・相談員による消費生活相談
・広報誌、新聞、放送媒体等による啓発
・講座・講演会の開催
・販売事業者に対する立入調査 ほか

消費者啓発事
業

[市民課]

消費生活に関する啓発活動
や消費生活相談等を実施
し、消費者トラブルの解消
を図る。また、製品安全３
法にかかる販売事業者の立
入調査を行う。 24年度事業費 16,348 備考

・法律相談（弁護士会 年間 75 回）
・税務相談（税理士会 毎月２回）
・登記相談（司法書士会 毎月１回）
・公証相談（公証人合同役場 毎月２回）
・行政手続相談（行政書士会 毎月１回）

市民相談

[市民課]

市民が日常生活で抱えてい
る法律問題等の解決に向
け、弁護士・税理士・司法
書士・公証人・行政書士等
の専門家による法律相談を
実施する。 24年度事業費 3,493 備考


